
今季は東・西の2地区制でレギュラーシーズンを行った。東地区は開幕直後から安定した戦いを見せた宇都宮が
強豪揃いの同地区で4季ぶり2度目の地区優勝を果たしQF、SFホーム開催の権利を獲得。また一方の西地区では
琉球が４季連続の地区優勝。4月に新たにオープンした沖縄アリーナでチャンピオンシップを戦うこととなった。

#24（北海道）

ニック・
メイヨ

アメリカの大学を経て昨季
に千葉ジェッツでプロデビ
ュー。今季からレバンガ北
海道へと移籍するとスコア
ラーとしての能力が開花し、
出場全55試合でスタータ
ーを務めた。206cmの身
長を生かしたインサイドプ
レーや、外からのシュート
でも得点を量産する一方、
チームプレーの意識も高い。

［得点］

試合平均 21.5

#45（琉球）

ジャック・
クーリー

昨季の13.3には及ばない
ものの、2シーズン連続で
リバウンド王に輝いた琉球
のゴール下の守護神。NBA
のユタ・ジャズ、サクラメ
ント・キングスでもプレー
した経験を持ち、イタリア
リーグを経て昨季から琉球
でプレー。今季のチャンピ
オンシップの舞台でもペイ
ント内の覇者として君臨。

［リバウンド］

試合平均 12.3

#32（富山）

ジュリアン・
マブンガ

京都から今季富山に移籍。
一昨季Bリーグのアシスト
王に輝くと、昨季は規定試
合数に僅かに足りず栄冠は
逃したが、1試合平均8.7
という記録をマーク。そし
て今季再び王座へと返り咲
いた。アシストのみならず
「Mr.トリプルダブル」と言
われる万能なプレーで、チ
ームをCSへと牽引した。

［アシスト］

試合平均 7.4

#9（秋田）

アレックス・
デイビス

ヨーロッパのリーグでプレ
ーした後、今季から秋田に
加入。優れた身体能力で
2mを超えるサイズながら1
番～5番までマッチアップ
できる高いディフェンス力
を持つ。中でも迫力のある
ブロックショットは大きな
武器。インサイドはもちろ
ん、3ポイントも含めた広
いシュートレンジも持つ。

［ブロック］

試合平均 2.2

#5（三遠）
川嶋勇人

NBLの日立から京都を経
て、2017年に三遠入り。今
季リーグで唯一となる平均
2本以上のスティールを記録
し、初栄冠に輝いた。今季
の愛称は「怪盗ハヤト」。ス
ティールのみならず得点、
アシストでもチームに貢献
し、外国籍選手の合流の遅
れや相次ぐ故障者により苦
しんだチームを支え続けた。

［スティール］

試合平均 2.4

#32（名古屋D）
狩野祐介

4季連続主力として過ごし
た滋賀から、今季名古屋D
に移籍。新加入ながらその
高いリーダーシップを評価
され、副キャプテンも務め
た。昨季リーグ史上４人目
となる３ポイント400回を
達成するなど、B1屈指の
シューターとして知られ、
ついに新天地で初のベスト
３P成功率賞を獲得。

［3ポイント成功率］

成功率 47.5％

#51（秋田）
古川孝敏

栃木、琉球を経て2019年
に秋田に加入。栃木でのB
リーグ初代王者獲得、日本
代表でのプレーなど豊富な
経験を持つ33歳。高いシ
ュート精度とディフェンス
力で、勝負どころで頼れる
ベテランとして秋田の支柱
的存在となっている。高精
度のフリースローはその安
定感の表れといえるだろう。

［フリースロー成功率］

成功率 91.0％

宇都宮ブレックス
49勝11敗（勝率.817）

B1東地区優勝

琉球ゴールデンキングス
40勝16敗（勝率.714）

B1西地区優勝

photographs by B.LEAGUE

※各賞は当該レギュラーシーズンにおいて各チーム実施試合数の 85%以上
（60試合実施クラブにおいては 51試合。消滅試合がある場合は、その試合を除いた実施試合数が対象。）出場した選手が対象
※ 3ポイント成功率は、上記かつ各チーム実施試合数における 1 試合平均 3P シュート成功数 1.5 本以上の選手が対象
※フリースロー成功率は、上記かつ各チーム実施試合数における 1 試合平均 FT 成功数 1 本以上かつ 85％以上の成功率の選手が対象

・2020-21シーズン B1リーグ戦における各地区の 1位、2位および 3位のクラブと、各地区の上位 3クラブを除いた 14クラブのうち上位 2クラブが本大会に参加する。
・トーナメント方式にて行い、準々決勝、準決勝および決勝は全て2試合行う。3位決定戦は行わない。
・準々決勝、準決勝および決勝は全て2試合が終了した時点で 1勝 1敗となった場合、別日に3試合目を行い、順位を決定する。3試合目の試合は通常の競技規則を採用して実施し、3試合目の試合終了時点で同点の場合は、
1回 5分の延長時限を勝敗が決定するまで行う。
・準々決勝および準決勝の全ての試合は、それぞれ「チャンピオンシップ出場順位」の上位クラブのホームゲームとする。決勝は中立地にて行う。
※ 2020-21 シーズンＢ1リーグ戦における各地区 1位のクラブを上位から順に、それぞれ「レギュラーシーズン自地区 1位 /二地区間 1位クラブ」、「レギュラーシーズン自地区 1位 /二地区間 2位クラブ」といい、「チャンピオンシッ
プ出場順位」を1位、2位とする。また、各地区 2位のクラブを上位から順に、それぞれ「レギュラーシーズン自地区 2位 /二地区間 1位クラブ」、「レギュラーシーズン自地区 2位 /二地区間 2位クラブ」といい、「チャンピオ
ンシップ出場順位」を3位、4位とする。また、各地区 3位のクラブを上位から順に、それぞれ「レギュラーシーズン自地区 3位 /二地区間 1位クラブ」、「レギュラーシーズン自地区 3位 /二地区間 2位クラブ」といい、「チャ
ンピオンシップ出場順位」を5位、6位とする。
※各地区の上位 3クラブを除いた 14クラブのうち上位 2クラブを上位から順に、「ワイルドカード上位」、下位のクラブを「ワイルドカード下位」といい、「チャンピオンシップ出場順位」を7位、8位とする。
・本大会に優勝したクラブが 2020-21シーズンBリーグの年間優勝クラブとなり、準優勝したクラブが年間準優勝クラブとなる。

ファイナル
2戦先勝方式

横浜アリーナ

年間
チャンピオン

千葉、琉球が1勝ずつをあげ、
決着は3戦目へ。2Q終了時
点で1点差と僅差の戦いが続
くが、3Q以降、千葉が#4コ
ー・フリッピンの得点などで
点差を広げ18点差で勝利。

セミファイナル
琉球  VS千葉

序盤のリードを守り切り、
CSらしい接戦を制して迎え
た2戦目。宇都宮は18本の
3Pシュートに成功、個人では
＃22ライアン・ロシターが25
得点をあげ川崎を下した。

セミファイナル
宇都宮 VS 川崎

宇都宮ブレックス
自地区１位／二地区間１位
※チャンピオンシップ出場順位１位

サンロッカーズ渋谷
ワイルドカード下位
※チャンピオンシップ出場順位8位

28得点の#5L J・ピークの活
躍などで宇都宮が先勝。2戦
目は渋谷が2Q半ばまで優位
に試合を進めるも宇都宮が巻
き返し、＃6比江島慎らが得
点を重ね100点ゲームで勝利。

クォーターファイナル
宇都宮 VS 渋谷

千葉ジェッツ
自地区2位／二地区間1位
※チャンピオンシップ出場順位3位

シーホース三河
自地区3位／二地区間2位
※チャンピオンシップ出場順位6位

千葉が堅守速攻を見せ100点
ゲームで初戦を制する。2戦
目も千葉が＃2富樫勇樹らの
活躍で最大16点差をつける
が三河も猛追。4Ｑ残り33秒
で2点差となるも千葉が勝利。

クォーターファイナル
千葉 VS三河

川崎ブレイブサンダース
自地区3位／二地区間1位
※チャンピオンシップ出場順位5位

大阪エヴェッサ
自地区2位／二地区間2位
※チャンピオンシップ出場順位4位
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初戦は持ち前のディフェンス
強度を見せ川崎が快勝。2戦
目は一時大阪が3Pや速攻で
リードするも、3Q以降川崎の
ビッグラインナップや、＃0藤
井祐眞が攻撃を牽引し連勝。

クォーターファイナル
川崎 VS 大阪

富山グラウジーズ
ワイルドカード上位
※チャンピオンシップ出場順位7位

琉球
ゴールデンキングス
自地区1位／二地区間2位
※チャンピオンシップ出場順位2位

初戦は琉球、2戦目は富山が
勝利し迎えた3戦目。1Q序盤
は富山が先行するが、初戦で
爆発した琉球の＃30今村佳
太がこの試合も27得点の活
躍。チームを勝利へと導いた。

クォーターファイナル
富山 VS琉球
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　初年度王者の宇都宮が4季ぶりに王座に還るか、それとも2季連続
でファイナルに敗れた千葉が悲願の戴冠となるか――。Bリーグの開
幕以来、様々なビッグゲームで対戦してきた両クラブがついにファイ
ナルで激突する。
　リーグ最高勝率でCSに進んだ宇都宮は、ボール運びからポストア
ップまでこなせる#22ライアン・ロシターを中心に、ロスターほぼ全
員が安定したパフォーマンスを発揮できるのが強み。#9遠藤祐亮や
#4ジェフ・ギブスが先頭に立って体現する、泥臭いディフェンスとリバ
ウンドで守り勝つ展開が真骨頂だ。一方で、レギュラーシーズンの1
試合平均得点はCS出場中最下位と、得点力には多少の不安も。しか
しSFのGAME2では、全員でつないだボールを#5LJ・ピークと#6比
江島慎が確実に沈め、今季70点以下に抑えられていた川崎に96得点
の完勝。安齋竜三ヘッドコーチも太鼓判を押すチーム力を築き上げた。

　一方の千葉は、国内最強ガード#2富樫勇樹を起点とした爆発的な
オフェンス力が魅力のチームだ。パス、ドリブル、得点と三拍子そろ
った富樫がゲームを作り、#21ギャビン・エドワーズ、#22セバスチャ
ン・サイズ、#1ジョシュ・ダンカンという強靭なビッグマンたちが躍
動。#31原修太と#14佐藤卓磨は思い切りのいいプレーで流れを呼び
込み、レギュラーシーズンは思うように活躍できなかった#4コー・フ
リッピンも、SFの琉球戦で覚醒。磨き上げられた矛を手にして迎え
るファイナルで大野篤史ヘッドコーチが求めるのは「質より量」。アグ
レッシブなプレーからフリースローをもぎとる姿勢が勝敗の鍵を握る。
　レギュラーシーズンにおける両者の対戦は、4試合のうち宇都宮が
3勝と大きく勝ち越し。しかし、この結果に大した意味はないだろう。
すべての者が死にものぐるいで〝あと一つ〟を求める戦いは、あらゆ
る前例を凌駕する驚きと興奮、そして感動に満ちたものになるはずだ。

宇都宮の４季ぶり王座奪還か、千葉の３度目の正直か。

宇都宮
ブレックス

千葉
ジェッツ

text by Miho Aoki   photographs by Sports Graphic Number


